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卒
業
生
の
皆
様
、
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。

二
〇
一
〇
年
三
月
に
3
期
生
と
し
て
医
療

福
祉
学
科
を
卒
業
し
、
そ
の
後
、
助
手
と

し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
福
田
佳
奈
で

す
。
大
学
卒
業
後
、
二
〇
一
〇
年
四
月
か

ら
事
務
助
手
と
し
て
、
学
科
の
学
外
実
習

事
務
を
は
じ
め
、
国
家
試
験
関
係
事
務
や

講
義
・
演
習
の
サ
ポ
ー
ト
、
そ
の
他
、
大

学
行
事
の
運
営
補
助
や
先
生
方
の
サ
ポ
ー

ト
、
学
生
相
談
等
の
業
務
を
担
っ
て
き
ま

し
た
。
十
二
年
間
の
事
務
助
手
を
終
え
、

二
〇
二
二
年
三
月
に
退
職
い
た
し
ま
し

た
。時

代
の
流
れ
に
合
わ
せ
て
、
鈴
鹿
医
療

科
学
大
学
そ
し
て
医
療
福
祉
学
科
（
医
療

福
祉
学
専
攻
）
で
は
変
化
を
し
続
け
て

お
り
ま
す
。
本
学
科
が
ス
タ
ー
ト
し
た

二
〇
〇
四
年
時
点
で
は
三
学
部
七
学
科
の

大
学
で
し
た
が
、
現
在
で
は
四
学
部
十
学

科
十
四
専
攻
と
な
り
、
多
く
の
医
療
・
福

祉
の
専
門
職
養
成
に
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

本
学
科（
本
専
攻
）で
は
、
二
〇
二
二
年
三

月
に
15
期
生
が
卒
業
し
、
こ
れ
ま
で
に
約

六
五
〇
人
が
本
学
科
を
卒
業
し
ま
し
た
。

一
学
年
の
定
員
数
が
開
設
当
初
の
一
〇
〇

名
か
ら
、
現
在
は
三
〇
名
に
減
少
し
た
も

の
の
、
医
療
・
福
祉
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

て
社
会
福
祉
士
・
精
神
保
健
福
祉
士
養
成

で
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
訂
が
行
わ
れ
た
り
、

就
職
先
の
幅
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

学
生
時
代
の
四
年
間
に
お
い
て
、
熱
心

に
ご
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
本

学
科
の
先
駆
者
と
し
て
後
輩
の
お
手
本
に

な
っ
て
く
だ
さ
っ
た
1
期
生
・
2
期
生
の

先
輩
方
、
一
緒
に
励
ま
し
合
い
共
に
学
び

合
っ
た
3
期
生
の
仲
間
、
そ
し
て
助
手
時

代
の
十
二
年
間
に
お
い
て
、
誠
実
に
勉
学

に
取
り
組
む
姿
、
成
長
す
る
姿
を
み
せ
て

く
だ
さ
っ
た
4
期
生
～
15
期
生
の
後
輩
・

卒
業
生
の
皆
様
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
皆
様
と
出
会
え
ま
し
た
こ
と
が
私
の

人
生
に
お
い
て
大
き
な
大
き
な
宝
物
と
な

り
、
大
変
貴
重
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
ま
だ
ま
だ
活
動
に
制
限
が

あ
り
ま
す
が
、
医
療
福
祉
学
専
攻
同
窓
会

に
お
い
て
は
、
イ
ベ
ン
ト
や
研
修
会
等
を

行
い
、
卒
業
生
や
在
学
生
と
の
つ
な
が
り

を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
作
っ
て
い

け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
卒
業

生
の
皆
様
と
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。�

（
福
田　

佳
奈
）

「
第
三
回 

卒
後
研
修
会
」
開
催
に
つ
い
て

二
〇
一
七
年
、
二
〇
二
〇
年
に
実
施
し

た
〝
卒
後
研
修
会
〟
が
好
評
で
あ
っ
た
た

め
、「
第
三
回��

卒
後
研
修
会
」
を
以
下
の

日
時
で
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
：

　

二
〇
二
三
年
二
月
十
八
日
（
土
）

　

十
三
時
三
〇
分
～
十
五
時
三
〇
分

�

（
十
三
時
受
付
開
始
）

開
催
場
所
：

　

鈴
鹿
市
内
（
現
在
、
調
整
中
）

内

容
：

　

第
一
部　

特
別
講
演　

松
原
新
教
授

　

第
二
部　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　

卒
業
生
と
在
校
生
の
交
流
会

　

詳
し
く
は
、
各
期
役
員
よ
り
連
絡
を
致

し
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※�

各
期
役
員
の
連
絡
先
を
知
ら
な
い
卒
業

生
は
、
以
下
の
ア
ド
レ
ス
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

●
医
療
福
祉
学
専
攻
支
部
同
窓
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

　
　
連
絡
先
●

山
下
千
晶
：

　

cak_life_journey10led@
em
ail.plala.or.jp

福
田
佳
奈
：

　

ka7619.151e@
gm
ail.com

�

（
※
数
字
…
卒
業
期
1
～
15
期
生
）

　

�

会
長
：
縣
希
輔
①　

副
会
長
：
兵
倉
香

織
（
旧
姓
：
丹
羽
）
②　

事
務
局
長
：
山

下
千
晶
（
旧
姓
：
冨
田
）
①　

会
計
：
福

田
佳
奈
③��

役
員
：
伊
藤
達
也
①　

市

川
真
也
②　

澤
孝
行
④　

勝
田
貴
之
⑤　

森
本
早
起
⑤　

市
川
真
希
（
旧
姓
：
福

吉
）
⑥　

山
際
千
晴
⑦　

米
本
麻
由
佳

⑦　

伊
藤
有
希
⑧　

前
納
一
輝
⑧　

沖

本
成
未
⑨　

戸
坂
勇
希
⑪　

松
山
祐
奈

⑫　

長
谷
川
美
紀
（
旧
姓
：
熊
谷
）
⑬　

米
本
安
那
⑭　

鎌
倉
隆
成
⑮

医
療
福
祉
学
科

医
療
福
祉
学
専
攻
同
窓
会
か
ら

の
お
知
ら
せ

支 部 報 告医
療
福
祉
学
科
（
医
療
福
祉
学
専
攻
）
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

十
六
年
間
を
振
り
返
っ
て

今
後
の
活
動
計
画

二
〇
二
二
年
度
役
員
紹
介
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早
川
　
ま
い
（
23
期
生
）

私
は
卒
業
後
、「
お
薬
で
は
な
く
健
康
を

届
け
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
調
剤
薬

局
（
健
や
か
薬
局
）
に
就
職
し
ま
し
た
。

薬
局
で
は
体
組
成
計
を
配
置
し
、
待
ち
時

間
に
栄
養
相
談
を
行
っ
た
り
、
毎
月
テ
ー

マ
を
設
け
食
事
の
お
便
り
を
作
成
・
配
布

し
た
り
し
て
食
事
に
関
す
る
啓
発
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
管
理
栄
養
士
と
し
て
地

域
の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活

発
化
す
る
た
め
に
、
地
域
の
方
が
楽
し
め

る
健
康
イ
ベ
ン
ト
、
公
民
館
講
座
な
ど
を

企
画
運
営
し
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
を
鍛

え
ま
し
た
。

現
在
は
、
調
剤
薬
局
併
設
の
カ
フ
ェ
で

働
い
て
い
ま
す
。
当
初
は
集
客
に
悩
む

日
々
で
し
た
が
、
健
康
メ
ニ
ュ
ー
開
発
や

マ
ル
シ
ェ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
な
ど
、

地
域
の
方
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
所
を

目
指
し
試
行
錯
誤
を
行
い
ま
し
た
。
今
で

は
常
連
さ
ん
も
増
え
、
日
常
会
話
に
加
え

お
薬
の
相
談
、
食
事
の
相
談
も
気
軽
に
飛

び
交
う
の
が
と
て
も
嬉
し
く
感
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
管
理
栄
養
士
や
薬
剤
師

を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

私
た
ち
に
何
が
出
来
る
か
を
考
え
日
々
努

め
て
い
き
ま
す
。

令
和
三
年
十
二
月
十
七
日
（
金
）
に
鍼

灸
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
一
～
四
年
生
の
在
校

生
を
対
象
と
し
、
卒
業
生
キ
ャ
リ
ア
講
演

を
開
催
致
し
ま
し
た
。
今
回
は
本
学
科
四

期
生
で
Ｊ
リ
ー
グ�

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

の
清
水
エ
ス
パ
ル
ス
で
ト
レ
ー
ナ
ー
を
務

め
て
い
る
加
藤
智
崇
さ
ん
に
ご
講
演
頂
き

ま
し
た
。

加
藤
さ
ん
は
、
卒
後
、
鍼
灸
接
骨
院
で

勤
務
し
な
が
ら
静
岡
学
園
高
等
学
校
の

サ
ッ
カ
ー
部
な
ど
で
ト
レ
ー
ナ
ー
を
務
め
、

本
年
か
ら
清
水
エ
ス
パ
ル
ス
の
ト
レ
ー

ナ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

経
験
か
ら
、
鍼
灸
接
骨
院
で
の
業
務
や
や

り
が
い
、
苦
労
話
な
ど
を
冒
頭
で
お
話
さ

れ
ま
し
た
。
次
い
で
、
学
生
時
代
よ
り
主

に
サ
ッ
カ
ー
の
ト
レ
ー
ナ
ー
に
携
わ
っ
た

経
験
か
ら
、
学
生
の
頃
に
取
り
組
む
べ
き

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
加
藤
さ
ん
の
考
え
を

踏
ま
え
ア
ド
バ
イ
ス
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、

Ｊ
リ
ー
グ
で
の
ト
レ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
の

現
状
や
、
ど
の
よ
う
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

し
て
現
在
に
至
る
の
か
に
つ
い
て
も
お
話

頂
き
、
本
学
科
で
ト
レ
ー
ナ
ー
を
目
指
す

学
生
に
と
っ
て
、
鍼
灸
師
と
し
て
ト
レ
ー

ナ
ー
と
し
て
す
べ
き
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

近
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

か
ら
、
学
生
が
就
職
活
動
や
ト
レ
ー
ナ
ー

活
動
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
で
き
な
い
状

況
が
続
き
、
学
生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

低
下
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
本
講
演
後
に
学
生
か
ら
「
な
ぜ

本
学
科
に
入
学
し
た
か
っ
た
の
か
を
思
い
出

し
ま
し
た
」、「
色
々
な
活
動
に
参
加
し
た

い
で
す
」
な
ど
前
向
き
な
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ

ら
れ
、
学
生
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
な
れ
た
良
い

機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
学
生
達
が
こ
の

気
持
ち
を
忘
れ
な
い
う
ち
に
、
可
能
な
限

り
本
学
科
教
員
で
様
々
な
活
動
の
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

医
療
栄
養
学
科
同
窓
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

支 部 報 告医
療
栄
養
学
科
管
理
栄
養
学
専
攻
を
卒
業
し
た

Ｏ
Ｇ
の
活
躍
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
!!

令
和
三
年
度

卒
業
生
キ
ャ
リ
ア
講
演

鍼灸サイエンス
学科同窓会からの

お知らせ

支 部 報 告
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令
和
三
年
十
一
月
二
十
八
日
に
、
第
八

回
薬
学
部
同
窓
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
部
の
総
会
で
は
、

令
和
二
年
度
の
事
業
報
告
や
会
計
報
告
が

執
り
行
わ
れ
、
新
任
役
員
と
し
て
伊
藤
翼

さ
ん
、
小
笠
原
暁
海
さ
ん
、
安
東
遥
さ
ん
、

仙
石
歩
夢
さ
ん
の
四
名
が
8
期
生
幹
事
へ

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
第
二
部
の
第
十
三
回

生
涯
研
修
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
五
藤
健
児
先

生
（
3
期
生
）
よ
り
製
薬
企
業
で
取
り
組

ま
れ
て
い
る
乳
酸
菌FK

-23

に
関
す
る
基

礎
的
な
研
究
か
ら
製
品
開
発
へ
至
る
ま
で

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
腸
内
細
菌
の
重
要
性
に

つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

西
村
友
希
先
生
（
3
期
生
）
よ
り
小
児
科

の
門
前
薬
局
と
し
て
の
立
場
か
ら
成
人
や

高
齢
者
に
は
な
い
小
児
科
特
有
の
薬
に
ま

つ
わ
る
苦
難
や
奮
闘
す
る
日
々
の
業
務
に

つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
三

部
の
交
流
会
で
は
、
ス
モ
ー
ル
グ
ル
ー
プ

に
別
れ
て
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
卒
業

生
の
み
な
ら
ず
、
在
校
生
や
恩
師
の
先
生

方
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
コ
ロ
ナ
禍
で

は
あ
り
ま
す
が
、
大
変
有
意
義
な
ひ
と
時

と
な
り
ま
し
た
。

■
河
井
　
栄
作

　
　
（
3
期
生
、�有
限
会
社
み
ど
り
調
剤
薬
局
）

私
は
卒
業
後
、
静
岡
県
浜
松
市
に
あ
る

浜
松
労
災
病
院
で
病
院
薬
剤
師
と
し
て
勤

務
し
た
後
、
三
重
県
伊
勢
市
に
あ
る
有
限

会
社
み
ど
り
調
剤
薬
局
に
入
社
、
内
科
門

前
の
店
舗
で
半
年
勤
務
し
た
後
、
耳
鼻
科

門
前
の
管
理
薬
剤
師
に
な
り
五
年
目
に
な

り
ま
す
。
外
来
で
の
処
方
箋
応
需
や
外
来

服
薬
支
援
、
在
宅
や
施
設
の
患
者
さ
ん
の

調
剤
・
投
薬
・
服
薬
管
理
な
ど
の
日
常
業

務
に
加
え
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
サ
高
住
の

ス
タ
ッ
フ
さ
ん
を
対
象
に
お
薬
の
講
座
を

開
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
薬

剤
師
や
休
日
夜
間
診
療
所
の
当
番
、
市
民

講
座
の
講
師
、
生
活
支
援
会
議
な
ど
、
薬

剤
師
会
の
伊
勢
市
の
業
務
も
任
せ
て
い
た

だ
き
、
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

来
期
か
ら
妻
に
代
わ
り
伊
勢
薬
剤
師
会
の

理
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
浅
学
菲
才
の
身
で
あ
り
ま
す
が
、

今
後
も
薬
剤
師
の
業
界
へ
貢
献
で
き
る
よ

う
精
進
し
ま
す
。

■
五
藤
　
健
児

　
　
（
3
期
生
、ニ
チ
ニ
チ
製
薬
株
式
会
社�

中
央
研
究
所
）

令
和
三
年
十
一
月
二
十
八
日
（
日
）、
オ

ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
の
第
八
回
薬
学
部
同

窓
会
に
参
加
致
し
ま
し
た
。
私
自
身
は
同

日
の
卒
後
研
修
セ
ミ
ナ
ー
の
演
者
を
「
腸

か
ら
健
康
を
考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
に

て
、
少
し
で
も
同
窓
生
に
役
立
つ
講
演
に

な
れ
ば
と
い
う
思
い
で
、
努
め
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
そ
の
後
の
交
流
会
で
は
、
他

業
種
の
薬
剤
師
の
先
生
方
の
精
進
さ
れ
て

い
る
お
話
を
拝
聴
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

身
の
引
き
締
ま
る
心
持
ち
と
な
り
ま
し
た
。

第
八
回
薬
学
部
同
窓
会

参
加
者
の
声

令
和
三
年
度
活
動
報
告

薬
学
部
同
窓
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

支 部 報 告

卒後研修セミナー（五藤先生）

卒後研修セミナー（西村先生）

交流会
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同
時
に
、
同
級
生
な
ど
の
顔
ぶ
れ
が
画
面

に
並
び
、
懐
か
し
さ
が
込
み
上
げ
る
と
と

も
に
非
常
に
充
実
し
た
時
間
と
な
り
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
日
々
が

続
き
ま
す
が
、
次
回
以
降
の
総
会
で
は
、

皆
様
に
直
接
お
会
い
で
き
る
状
況
と
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
末
筆
に
な
り

ま
す
が
、
本
学
薬
学
部
同
窓
会
の
益
々
の

ご
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
薬
学
部
同
窓
会
の
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
い
た
し

ま
し
た
。
住
所
や
氏
名
、
連
絡
先

の
変
更
に
つ
い
て
は
コ
チ
ラ
か
ら

ご
登
録
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
薬
学

部
同
窓
会
か
ら
の
ご
案
内
に
つ
き

ま
し
て
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載

し
て
い
く
予
定
で
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
ま
せ
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

も
ア
ク
セ
ス
可
能
で
す
。

薬
学
部
同
窓
会
の

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
ま
し
た

日　　　時 	 令和 4 年 11 月 27 日（日） 
	 14 時 00 分～ 17 時 00 分
	 （13 時より入室可能）

内　　　容 	 総会、生涯研修セミナー、交流会

会　　　場 	 鈴鹿医療科学大学白子キャンパス内
	 もしくは Zoom（オンライン開催）

参　加　費 	 3,000 円

申 込 方 法 	 登録フォーム（QRコード）より申込。
	 もしくは、各学年幹事へ申込連絡して下さい。
	 https://forms.gle/stQctJ44oPmf2Eju6
	 	参加登録を頂いた方へ【Zoom	URL】を
	 開催までにメールでお送りします。

問い合わせ先 	 鈴鹿医療科学大学薬学部同窓会
	 運営委員会
	 Email:	sums.pharmacy.obog@gmail.com

【役員一覧】

1期生幹事…	雨皿千鶴代、河井　亜希、鍋谷　　和
2期生幹事…	浮氣　良太、内田　亮太、星野　美帆、

堀内　成未、土方　　崚
3期生幹事…	伊藤　朱里、近藤　健太、瀧下　　裕、

河井　栄作
4期生幹事…	各務　有里、白上　　茜、鈴木　啓太、

沖　　活也、宮崎　翔平
5期生幹事…太田　有亮、村田　実里
6期生幹事…那須　隆斗
7期生幹事…	田畑　実来、中川　有惟、中川　直也、

伴　　勇介、前川　幸恵
8期生幹事…	伊藤　　翼、小笠原暁海、安東　　遥、

仙石　歩夢
理　事…雨皿千鶴代、鍋谷　　和、
　　　　土方　　崚、櫻谷　実里
会　計…宮崎　翔平、
　　　　那須　隆斗
副会長…大出　真衣、
　　　　五藤　健児
会　長…藤戸　淳夫

第９回薬学部同窓会開催のお知らせ

URL:
https://dousoukai.site/
sumsyakugaku/

第 9 回薬学部
同窓会登録フォーム
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本
学
科
で
は
四
年
生
を
対
象
に
例
年
四

月
末
～
七
月
中
旬
に
か
け
て
臨
床
実
習
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
が

勤
務
す
る
施
設
で
も
た
く
さ
ん
の
学
生
が

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
先
輩
の
学
び
を

後
輩
に
引
継
ぎ
、
学
生
の
基
本
的
知
識
や

技
能
を
高
め
る
た
め
、
今
年
は
四
年
生
と

三
年
生
合
同
で
の
臨
床
実
習
報
告
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
年
は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る

遠
隔
授
業
方
式
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
四

年
生
と
三
年
生
合
わ
せ
て
約
二
四
〇
名
が

五
つ
の
会
場
に
分
か
れ
、
四
年
生
が
臨
床

実
習
で
学
ん
だ
こ
と
と
、
三
年
生
に
伝
え

た
い
こ
と
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
ま

し
た
。
報
告
会
後
に
は
、
レ
ポ
ー
ト
を
提

出
し
て
い
た
だ
き
振
り
返
り
学
習
を
指
導

し
ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
に
よ
る
投
票
お

よ
び
教
員
投
票
の
結
果
、
最
優
秀
賞
一

名
、
優
秀
賞
十
五
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

以
下
、
表
彰
者
名
と
参
加
学
生
か
ら
の
感

想
例
を
一
部
紹
介
い
た
し
ま
す
。

受
賞
者
一
覧
（
敬
称
略
）

☆
最
優
秀
賞
：
井
上
陽
香

☆
優
秀
賞
：
稲
場
新
菜
、
大
崎�

竜
輝
、

喜
屋
武
史
織
、
斎
藤
南
帆
、
関
口
涼
太
、

竹
内
き
ら
ら
、
服
部
姫
由
、
樋
口
美
瑛
、

堀
田
珠
里
、
見
生
彩
乃
、
島
崎　

豪
、

新
谷
祐
斗
、
妹
尾
亮
汰
、
前　

琴
子
、

真
下
翔
衣

参
加
学
生
か
ら
の
感
想
（
一
部
紹
介
）

★�

患
者
接
遇
の
具
体
的
な
言
い
方
な
ど
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
Ｅ
Ｒ

な
ど
自
身
の
実
習
先
に
な
か
っ
た
装
置

の
話
も
聞
く
こ
と
が
で
き
と
て
も
有
意

義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
三

年
生
に
伝
え
た
い
こ
と
は
四
年
生
に

と
っ
て
も
就
職
前
に
し
て
お
く
べ
き
こ

と
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。
他
の
人
と

学
び
の
着
眼
点
が
異
な
り
、
聞
い
て
い

て
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。（
四
年

生
）

★�

臨
床
実
習
に
行
く
に
あ
た
っ
て
解
剖
の

知
識
が
絶
対
に
必
要
だ
と
先
輩
方
は

仰
っ
て
い
ま
し
た
。
臨
床
実
習
に
関
し

て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
不
安
で
す

が
、
そ
の
不
安
を
取
り
除
く
た
め
に
は
、

自
分
の
確
か
な
知
識
と
そ
れ
に
よ
っ
て

出
て
く
る
自
信
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

自
信
の
た
め
の
知
識
を
得
る
事
に
対
し

て
の
ヒ
ン
ト
を
教
え
て
頂
け
た
の
で
頑

張
ろ
う
と
思
え
ま
し
た
。（
三
年
生
）

★�

ま
ず
印
象
に
残
っ
た
の
は
四
年
生
の
態

度
で
す
。
臨
床
実
習
と
い
う
社
会
の
現

場
に
出
た
と
い
う
こ
と
や
、
就
職
活
動

を
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
発
表
中
の

言
葉
遣
い
が
丁
寧
で
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。
他
に
は
、
ど
の
四
年
生
も
「
最
初

は
き
つ
か
っ
た
が
、
三
か
月
は
す
ぐ
に

過
ぎ
て
し
ま
い
、
最
後
に
は
有
意
義
な

も
の
に
な
っ
て
い
た
。」
と
い
う
こ
と
で

す
。（
三
年
生
）

★�

先
輩
方
の
発
表
で
印
象
に
残
っ
た
事
と

し
て
患
者
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
お
い
て
臨
機
応
変
な
対
応
が
必
要

に
な
る
こ
と
、
臨
床
実
習
と
学
内
実
習

の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
の
違
い
が
あ
る
た

め
そ
の
病
院
に
合
わ
せ
た
ポ
ジ
シ
ョ
ニ

ン
グ
を
覚
え
る
こ
と
、
多
職
種
と
の
連

携
と
し
て
Ｉ
Ｖ
Ｒ
の
ス
テ
ン
ト
の
留
置

場
所
な
ど
を
看
護
師
な
ど
と
相
談
す
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。（
三
年
生
）

二
〇
二
二
年
四
月
よ
り
、
放
射
線
技
術

科
学
科
に
本
学
科
の
卒
業
生
が
着
任
さ
れ

ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

二
〇
二
二
年
四
月
よ
り
保
健
衛
生
学
部

放
射
線
技
術
科
学
科
に
教
員
と
し
て
着
任

し
ま
し
た
7
期
生
（
Ｈ
Ｒ
97
生
）
の
永
澤

直
樹
で
す
。
縁
あ
っ
て
卒
業
か
ら
二
十
一

年
振
り
に
鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
に
帰
っ
て

き
ま
し
た
。

中
庭
の
芝
生
が
昔
と
変
わ
ら
ず
青
々
と

し
て
い
た
り
、
在
学
中
に
教
わ
っ
た
先
生

が
今
で
も
現
役
で
教
鞭
を
執
ら
れ
て
い
た

り
と
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
と
同
時
に
、
新

し
い
学
部
、
校
舎
、
病
院
そ
し
て
二
十
三

号
線
沿
い
に
白
子
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で
で
き

て
い
て
、
い
つ
の
間
に
こ
ん
な
に
大
き
な

大
学
に
な
っ
て
い
た
の
か
と
浦
島
太
郎
の

気
分
を
感
じ
て
い
ま
す
。

新
人
の
頃
、
恩
師
に
「
今
、
お
前
の
世

話
を
し
て
い
る
の
は
自
分
が
昔
同
じ
よ
う

に
先
輩
に
お
世
話
に
な
っ
た
か
ら
だ
、
お
前

も
そ
の
時
が
来
た
ら
後
輩
の
お
世
話
を
す

る
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
後
輩
の

卵
を
お
世
話
し
て
社
会
に
羽
ば
た
い
て
い
く

お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

卒
業
生
の
ご
紹
介

放
射
線
技
術
科
学
科
同
窓
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

支 部 報 告卒
業
生
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
支
援 

　
臨
床
実
習
報
告
会
の
紹
介

放
射
線
技
術
科
学
科
　
松
浦
　
佳
苗
（
2
期
生
）　

永澤 直樹 さん
放射線技術科学科

准教授
（1997 年入学 第 7 期生）
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診
療
放
射
線
技
師
法
改
正
に
よ
る
厚
生

労
働
省
告
示
第
二
七
三
号
研
修
（
告
示
研

修
）が
全
国
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
三
重

県
会
場
と
し
て
、
六
月
二
十
五
、二
十
六

日
お
よ
び
、
八
月
二
十
七
、二
十
八
日
に

本
学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
三

重
県
内
外
か
ら
一
八
二
名
の
診
療
放
射
線

技
師
の
皆
さ
ん
が
実
技
研
修
を
受
講
さ
れ

ま
し
た
。
法
改
正
に
よ
る
義
務
研
修
の
た

め
参
加
者
は
熱
心
に
研
修
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
告
示
研

修
で
は
、
本

学
卒
業
生
の

方
々
も
多
数

参
加
さ
れ
て

い
ま
し
た
の

で
、
集
合
写

真
を
撮
ら
せ

て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
実

技
研
修
の
会

場
は
本
学
科

の
実
習
室
を

使
用
し
て
行

わ
れ
、
実
習

室
に
入
る
の

は
卒
業
以
来

と
い
う
方
も

多
く
、
研
修
の

合
間
に
卒
業
生

同
士
で
話
が
弾

ん
だ
り
、
懐
か

し
ん
で
い
た
だ
い
た
り
と
、
ミ
ニ
同
窓
会

の
よ
う
で
し
た
。
本
学
は
三
重
県
会
場
と

し
て
、
今
後
も
使
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
か
ら
、

こ
の
二
年
間
は
卒
業
生
と
在
学
生
と
の
交

流
会
や
数
年
ご
と
に
大
学
祭
時
に
実
施
し

て
い
た
学
科
同
窓
会
も
や
む
な
く
活
動
を

停
止
あ
る
い
は
中
止
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
在
学
生
や
卒
業
生
に
と
っ
て
、

同
窓
と
の
交
流
の
機
会
や
在
学
生
の
キ
ャ

リ
ア
支
援
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

今
年
度
か
ら
は
、
大
学
祭
初
日
（
中

部
地
域
学
術
大
会
等
と
重

な
っ
た
場
合
は
十
一
月

中
）
に
、
放
射
線
技
術
科

学
科
同
窓
会
を
開
催
で
き

る
よ
う
に
企
画
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
三
月

五
日
（
日
）
に
も
生
涯
学

習
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
企
画

い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

診
療
放
射
線
技
師
法
改
正

に
よ
る
告
示
研
修
（
三
重

県
会
場
）
が
本
学
で
開
催

さ
れ
ま
し
た

放
射
線
技
術
科
学
科
支
部

か
ら
の
お
知
ら
せ

令和4年度放射線技術科学科同窓会【11月】開催のお知らせ
日　　時：令和4年11月12日（土）
　　　　　15時 00分～ 17時 30分（14時 40分より入室可能）
内　　容：総会、生涯研修セミナー、交流会
会　　場：�鈴鹿医療科学大学B棟 3513（変更の場合あり）
参 加 費：無し（感染症状況によって情報交換会実施の場合あり）
申込方法：�登録フォーム（QRコード）より申込または事務局

武藤まで連絡して下さい。
　　　　　https://forms.gle/dQzs9XzTgJjofVf9A
問い合わせ先：鈴鹿医療科学大学放射線技術科学科同窓会事務局
　　　　　E-mail:�sumshralumni@gmail.com

令和4年度放射線技術科学科同窓会【３月】開催のお知らせ
日　　時：令和5年３月５日（日）
　　　　　14時 00分～ 17時 00分（13時 40分より入室可能）
内　　容：生涯研修セミナー、在校生と卒業生との交流会
会　　場：�鈴鹿医療科学大学千代崎キャンパス（感染症状況によりZoom）
参 加 費：無し（可能な場合、情報交換会実施（有料））
申込方法：�登録フォーム（QRコード）より申込または事務局

武藤まで連絡して下さい。
　　　　　https://forms.gle/2DBc4bPkP9SFv8SN7
問い合わせ先：鈴鹿医療科学大学放射線技術科学科同窓会事務局
　　　　　E-mail:�sumshralumni@gmail.com

放
射
線
技
術
科
学
科 

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

ペ
ー
ジ
の
紹
介

本学科では、2021年より
Facebookを開設しています。
Facebookでは学科の特色や
学生の活動状況など、放射線
技術科学科の魅力を紹介して
います。また、本学科は本学
卒業生の教員も複数在籍してお
り、Facebookの中で卒業生
の方 の々情報も発信しています。
是非ご覧ください！
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十
一
月
二
十
三
日
（
火･

祝
）
に
、
千
代
崎

キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
検
査
と
健
康
展
・
子
宮
頸
が
ん

啓
発
in
鈴
鹿
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
三
重
県
臨

床
検
査
技
師
会
と
三
重
県
臨
床
細
胞
学
会
が
主
催

で
、
県
民
の
健
康
意
識
向
上
や
臨
床
検
査
技
師
の

周
知
、
子
宮
頸
が
ん
啓
発
な
ど
を
目
的
に
、
県
内

各
地
で
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
臨
床
検
査
技
師
や
本
学
の
臨
床
検
査

学
専
攻
の
一
～
二
年
生
、
四
日
市
看
護
医
療
大
学

の
学
生
、
鈴
鹿
高
等
学
校
の
生
徒
、
本
学
の
教
職

員
、
保
護
者
な
ど
約
一
二
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

骨
密
度
測
定
や
頸
動
脈
エ
コ
ー
、
物
忘
れ
検
査
や

血
管
の
硬
さ
な
ど
を
測
定
し
健
康
状
態
を
確
認
し

た
り
、
臨
床
検
査
技
師
や
認
知
症
予
防
に
つ
い
て

学
ぶ
展
示
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
の
様
子
に
つ

い
て
、
三
重
テ
レ

ビ
・
Ｚ
Ｔ
Ｖ
・
伊

勢
新
聞
の
取
材
が

学
生
と
教
員
に
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、
私
を
含

む
専
門
家
五
名
に

よ
る
子
宮
頸
が
ん

検
診
啓
発
の
重
要

性
に
つ
い
て
の
講

演
会
で
は
、
学
生

ら
が
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。
学
生
た
ち
に
と
っ
て
、
大
変

貴
重
な
学
び
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

�

〈
臨
床
検
査
学
専
攻
〉

二
〇
一
九
年
度
に
開

設
し
た
看
護
学
分
野
で

す
が
、
今
年
度
（
三
期

生
）
は
五
人
が
在
籍
し

て
い
ま
す
。
五
人
は
保

健
師
、
助
産
師
、
看
護

師
と
し
て
の
そ
れ
ぞ
れ

の
勤
務
を
し
な
が
ら
、

毎
週
土
曜
の
後
期
講
義

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

講
義
はCovid-19

感

染
対
策
の
た
め
に
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
対
面
授
業

を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
一

月
に
は
一
年
目
の
ほ
と
ん
ど
の
講
義
を
終
え
ま
す
。

院
生
の
講
義
は
教
員
と
し
て
も
看
護
学
を
学
ぶ
楽

し
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
一
年
目

の
講
義
に
つ
い
て
の
院
生
の
感
想
も
一
部
ご
紹
介

し
ま
す
。

■��

社
会
人
経
験
を
経
て
、
再
び
学
生
と
し
て
学
ぶ

こ
と
の
楽
し
さ
や
学
修
の
必
要
性
を
実
感
し
て

い
ま
す
。
授
業
で
は
、
細
や
か
な
指
導
の
も
と
、

臨
床
で
の
疑
問
や
今
ま
で
の
自
身
の
看
護
を
見

つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ

ぞ
れ
専
門
分
野
の
違
う
同
期
の
院
生
と
出
会

え
、
励
ま
し
合
い
な
が
ら
課
題
を
こ
な
し
て
い

ま
す
。
院
生
同
士
の
幅
広
い
視
点
で
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
は
毎
回
充
実
し
た
時
間
と
な
っ
て

い
ま
す
。

■��

五
人
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る
授
業
は
、

い
つ
も
楽
し
く
て
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
て
い
き
ま
す
。
色
々
な
考
え
方
が
あ
る
と
い

う
事
を
い
つ
も
教
え
て
く
れ
ま
す
。

六
月
二
十
五
日
（
土
）
精
神
保
健
福
祉
援
助
実

習
指
導
に
係
る
実
習
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
医
療
福
祉
学
専
攻
で
精
神
保
健
福
祉
士

養
成
課
程
を
選
択
し
て
い
る
三
年
生
が
、
毎
年
度

二
～
三
月
に
行
っ
て
い
る
精
神
保
健
福
祉
援
助
実

習
（
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
八
日
間
六
〇
時

間
・
精
神
科
病
院
十
二
日
間
九
〇
時
間
―
合
計

一
五
〇
時
間
）
に
て
学
ん
だ
こ
と
を
四
年
次
で
振

り
返
り
、
専
攻
の
教
職
員
、
下
級
生
、
実
習
指
導

者
へ
報
告
す
る
も
の
で
す
。

昨
年
度
の
精
神
保
健
福
祉
援
助
実
習
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
急
遽
学
内
実

習
へ
と
切
り
替
え
た
た
め
、
二
年
ぶ
り
の
現
場
実

習
と
な
り
ま
し
た
。
実
習
の
時
期
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
第
六
波
の
時
期
と
重
な
り
、
実

習
の
安
全
が
完
全
に
確
保
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
精
神
科
病
院
お
よ
び
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
の
実
習
は
、
精
神
保
健
福

祉
士
を
め
ざ
す

学
生
に
と
っ
て

大
変
大
き
な
学

び
に
な
り
ま

す
。
担
当
教
職

員
間
で
何
回
も

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
行
い
、
学
科

専
攻
会
議
に
お

い
て
協
議
し
た

結
果
、
十
分
な

感
染
対
策
を

行
っ
た
う
え
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
実
習
を
受
け
入
れ

て
い
た
だ
い
た
実
習
施
設
に
て
、
六
名
の
学
生
が

無
事
に
実
習
を
修
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

報
告
会
当
日
は
、
県
内
外
の
実
習
施
設
か
ら
三

名
の
実
習
指
導
者
に
も
お
越
し
い
た
だ
き
、
実
習

を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
た
実
習
施
設
の
職
員
、

患
者
、
利
用
者
の
方
々
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
報
告
し
ま
し
た
。
六
名
の
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
に

「
患
者
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
自
ら
を
理
解
す
る
」

「
将
来
を
見
据
え
た
関
わ
り
方
」「
当
事
者
と
の
向

き
合
い
方
」「
利
用
者
主
体
の
支
援
を
知
る
」「
障

害
者
の
地
域
自
立
生
活
に
必
要
な
社
会
資
源
と
待

つ
支
援
」「
変
化
の
可
能
性
を
引
き
出
す
た
め
に
利

用
者
理
解
を
深
め
る
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
精

神
障
害
者
の
方
々
と
か
か
わ
り
、
向
き
合
い
、
今

な
お
社
会
に
あ
る
精
神
障
害
者
へ
の
差
別
偏
見
を

実
感
し
、
専
門
職
と
し
て
支
援
す
る
と
い
う
こ
と

は
ど
う
い
う
こ
と
か
を
報
告
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
実
習
を
通
し
て
、
学
生
が
自
分
自
身
を
振
り

返
る
こ
と
で
自
己
覚
知
す
る
こ
と
が
で
き
、
実
習

前
と
比
べ
大
き
く
成
長
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
社
会
人
と
し
て
、
地
域
社
会
で
生
き
て
い

く
学
生
に
と
っ
て
、
と
て
も
貴
重
な
機
会
と
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。�

〈
医
療
福
祉
学
専
攻
〉

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｓ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
よ
り

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｓ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
よ
り

「
検
査
と
健
康
展
・
子
宮
頸
が
ん

啓
発
in
鈴
鹿
」
に
参
加
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臨
床
工
学
技
士
の
誕
生
か
ら
三
〇
年
以
上
が
経

過
し
ま
し
た
。
臨
床
工
学
技
士
は
、
透
析
や
人
工

心
肺
、
機
器
管
理
か
ら
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
、
内
視

鏡
な
ど
の
臨
床
支
援
業
務
に
も
活
躍
の
場
を
広
げ

て
い
ま
す
。
拡
大
す
る
臨
床
業
務
に
対
し
、
厚
生

労
働
省
か
ら
も
養
成
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
善
検

討
会
の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
学
科
で
も
二
〇
二
三
年
度
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

改
訂
が
控
え
て
お
り
、「
臨
床
支
援
技
術
学
」
が
新

た
に
科
目
と
し
て
追
加
さ
れ
る
予
定
で
す
。
主
な

内
容
は
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
と
内
視
鏡
に
な
り
ま
す
。

私
は
臨
床
工
学
技
士
と
し
て
二
〇
二
一
年
九
月

ま
で
内
視
鏡
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
内
視
鏡
業

務
は
手
術
室
で
の
外
科
的
内
視
鏡
と
内
視
鏡
室
で

の
内
科
的
内
視
鏡
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

を
学
習
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
技
術
・
知
識
を

磨
く
こ
と
で
多
く
の
患
者
を
助
け
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

臨
床
支
援
業
務
の
重
要
性
は
大
き
く
、
臨
床
工

学
技
士
が
機
器
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
行
わ
な
け
れ

ば
手
術
等
を
開
始
で
き
な
い
病
院
も
多
々
あ
り
ま

す
。
土
台
と
な
る
の
は
臨
床
工
学
技
士
が
治
療
を

行
う
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
す
。
内
視
鏡
の
み
で

は
な
く
、
気
腹
装
置
や
電
気
メ
ス
等
の
周
辺
機
器

の
設
定
も
患
者
に
合
わ
せ
て
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
技
術
や
知
識
の
習
得
に
は
「
臨
床
支
援

技
術
学
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
訂
も
控
え
て
い
る
現
在
、
私

た
ち
教
育
者
に
は
業
務
拡
大
に
関
連
し
た
教
育
方

法
の
再
考
や
臨
学
連
携
教
育
の
可
能
性
に
つ
い
て

の
模
索
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。「
臨
床

支
援
技
術
学
」
は
臨
床
と
教
育
の
乖
離
を
埋
め
る

き
っ
か
け
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

臨
床
工
学
科
で
は
、
新
設
さ
れ
る
「
臨
床
支
援

技
術
学
」
に
向
け
て
今
ま
で
に
な
い
教
育
の
可
能

性
を
感
じ
、
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

本
学
科
で
は
多
く
の
医
療
機
器
や
工
学
機
器
を

保
有
し
て
お
り
、
実
習
機
材
と
し
て
学
内
実
習
に

使
用
し
て
い
ま
す
。
実
習
機
材
の
充
実
は
本
学
科

の
強
み
で
あ
り
臨
床
工
学
技
士
養
成
校
に
は
欠
か

せ
な
い
も
の
で
す
。
現
在
も
病
院
で
使
用
中
の
機

器
を
扱
う
こ
と
で
即
戦
力
と
な
る
臨
床
工
学
技
士

の
育
成
を
目
指
し
、
今
で
は
手
に
入
ら
な
い
昔
の

機
器
か
ら
は
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。
し

か
し
多
く
の
実
習
機
材
を
保
有
す
る
こ
と
で
場
所

が
取
ら
れ
る
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
。

今
回
二
〇
二
三
年
度
よ
り
適
用
さ
れ
る
新
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
向
け
て
、
新
し
い
実
習
室
の
確
保
が

求
め
ら
れ
ま
し
た
。
実
習
室
確
保
の
た
め
二
五
〇

台
以
上
の
機
器
が
除
却
予
定
と
な
り
、
リ
ス
ト
か

ら
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
使
用
状
況
・
耐
用
年
数
等
を

洗
い
出
し
、
各
担
当
教
員
へ
の
確
認
・
機
器
移
動
・

除
却
を
行
い
ま
し
た
。
当
初
、
新
規
の
実
習
室
確

保
に
向
け
た
取
り
組
み
で
し
た
が
、
既
存
の
実
習

室
の
見
直
し
な
ど
様
々
な
波
及
効
果
が
得
ら
れ
ま

し
た
。

実
習
機
材
は
臨
床
工
学
科
の
学
生
に
と
っ
て
重

要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
り
、
教
員
自
ら
が

選
定
を
行
う
こ
と
で
充
実
し
た
学
内
実
習
が
可
能

で
す
。
今
後
、
本
学
科
で
は
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

向
け
た
新
規
の
実
習
室
を
使
用
し
、
臨
床
に
求
め

ら
れ
る
人
材
の
育
成
を
し
て
い
く
所
存
で
す
。

今
回
の
機
材
除
却
処
分
は
教
員
の
み
で
は
達
成

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
協
力
し
て
く

だ
さ
っ
た
関
係
者
各
位
の
皆
様
に
、
こ
の
場
を
借

り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

少
し
前
に
な
り
ま
す
が
、
二
〇
二
〇
年
九
月

二
〇
日
（
日
）、
三
重
県
薬
剤
師
会
、
県
病
院
薬
剤

師
会
、
本
学
薬
学
部
の
連
携
に
よ
り
、
若
年
層
に

向
け
て
薬
剤
師
の
魅
力
を
伝
え
、
県
内
薬
剤
師
を

増
や
す
目
的
で
、
中
高
生
向
け
薬
剤
師
啓
発
事
業

検
討
会
を
開
設
し
ま
し
た
（
土
日
活
用
）。

そ
の
背
景
に
は
、
薬
剤
師
の
充
足
状
況
に
お
い

て
大
学
薬
学
部
が
集
中
す
る
都
市
部
が
高
く
、
三

重
県
で
は
二
〇
二
〇
年
の
統
計
で
人
口
一
〇
万
人

あ
た
り
の
薬
局
・
医
療
施
設
従
事
薬
剤
師
数
は

一
七
一
・
七
人
と
全
国
平
均
一
九
八
・
六
人
を
下

回
っ
て
お
り
（
全
国
順
位
四
十
七
都
道
府
県
中

四
十
一
位
（
二
〇
一
八
年
順
位
三
十
七
位
））、
県

民
医
療
の
中
心
と
な
る
中
小
病
院
で
は
薬
剤
師
の

確
保
に
困
窮
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
本
検
討

会
で
は
、
中
高
生
に
向
け
て
薬
剤
師
の
魅
力
を
伝

え
る
目
的
で
、
新
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
ク
リ
ア
ー
フ
ァ

イ
ル
（
記
：
君
た
ち
！
薬
剤
師
を
目
指
し
て
み
な

い
？
）、
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
（
記
：
県
薬
剤
師

会
、
県
病
院
薬
剤
師
会
、
本
学
）、
漫
画
等
を
用
い

た
薬
剤
師
の
仕
事
紹
介
資
料
（
小
中
高
生
向
け
）

な
ど
を
作
成
し
ま
し
た
。
薬
学
科
で
は
、
県
内
高

校
訪
問
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
講
義
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
、
薬
学
部
訪
問
者
へ
の
個
別
対
応
等
で
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

中
長
期
的
な
対
策
と
し
て
三
重
県
内
の
高
校
生

の
薬
学
部
へ
の
進
学
率
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
、
中
学
生
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た
動

画
（
三
―
五
分
）
を
作
成
し
、
県
薬
剤
師
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
：
①
君
た
ち
！
薬
剤

師
を
め
ざ
し
て
み
な
い
？　

②
薬
剤
師
の
仕
事
に

つ
い
て　

③
鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
に
つ
い
て　

④

病
院
薬
剤
師
の
紹
介
。
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
設
さ
れ
る

「
臨
床
支
援
技
術
学
」
に
向
け
て

　
　
　
　
医
用
工
学
部 

臨
床
工
学
科 

助
教
　
最 

明  

裕 

介

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
向
け
た

実
習
室
確
保
と
実
習
機
材
の
見
直
し

　
　
　
　
医
用
工
学
部 

臨
床
工
学
科 

助
教
　
最 

明  

裕 

介

新規に確保した実習室

中
高
生
向
け
薬
剤
師

啓
発
事
業
検
討
会
の
取
組
み

（
三
重
県
薬
剤
師
会
・
三
重
県
病
院
薬
剤
師
会
・

鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
）

　
　
　
　
薬
学
部 

薬
学
科 

教
授
　
藤 

川  

隆 

彦

三重県薬剤師会 HP 内
本学薬学科紹介動画
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同
窓
会
で
は
、
平
成
三
十
年
度
よ
り
本
学
の
発

展
充
実
に
寄
与
す
る
た
め
、
卒
後
生
涯
教
育
事
業

の
一
環
と
し
て
本
学
卒
業
生
の
皆
様
の
各
種
活
動

や
業
績
に
対
し
表
彰
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

一
つ
は
、「
親
子
二
代
に
わ
た
る
入
学
者
に
対
し

て
感
謝
状
を
贈
呈
す
る
制
度
」
で
す
。
こ
の
制
度

は
、
同
窓
会
が
親
子
二
代
（
直
系
の
親
・
子
の
２

世
代
）
に
わ
た
る
入
学
者
に
対
し
て
感
謝
状
を
贈

り
、
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
す
。

そ
し
て
も
う
一
つ
は
、「
功
労
表
彰
制
度
」
で

す
。
こ
れ
は
卒
業
生
が
大
学
の
一
員
で
あ
る
意
識

と
一
体
感
を
醸
成
し
、
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
の
励

み
と
な
る
よ
う
、
社
会
に
貢
献
し
、
顕
著
な
業
績

を
あ
げ
、
大
学
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
を
表
彰

す
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
制
度
を
通
し
て
、
同
窓
会
か
ら
の

情
報
発
信
を
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
く
と
と
も
に
、

同
窓
生
や
在
学
生
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、

大
学
の
発
展
や
卒
業
生
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

ぜ
ひ
お
知
り
合
い
に
該
当
す
る
方
が
お
ら
れ
ま

し
た
ら
、
自
薦
他
薦
い
ず
れ
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の

で
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

表
彰
１
　 

親
子
二
代
に
わ
た
る
入
学
者
に
対
す
る

感
謝
状
贈
呈

対
　
　
象

　

�　

親
子
二
代
（
直
系
の
親
・
子
）
が
、
現
在
の

学
校
法
人
鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
又
は
そ
の
前
身

で
あ
る
学
校
法
人
鈴
鹿
医
療
科
学
技
術
大
学
に

入
学
さ
れ
た
方

　

�　

た
だ
し
、
申
請
時
に
お
い
て
子
が
本
学
の
在

籍
者
で
あ
る
こ
と

申
請
方
法

　

�　

申
請
に
は
以
下
の
事
項
を
同
窓
会
事
務
局
ま

で
、
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　

①�

親
（
卒
業
生
）
の
学
生
番
号
（
ま
た
は
学

科
と
入
学
年
度
）
と
氏
名

　
　

②
子
（
在
学
生
）
の
学
生
番
号
と
氏
名

　
　

③�

親
の
連
絡
先
で
あ
る
住
所
、
電
話
番
号
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
　

郵
送
の
場
合
…

　
　
　

〒
五
一
〇
―
〇
二
九
三

　
　
　

鈴
鹿
市
岸
岡
町
一
〇
〇
一
―
一

　
　
　

鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
内　

　
　
　

鈴
鹿
医
療
科
学
大
学

　
　
　
　
　
　

同
窓
会
事
務
局　

武
藤

　
　

メ
ー
ル
の
場
合
：m

ail@
sum
s-aa.com

表
　
　
彰

　

表
彰
状
の
授
与
お
よ
び
記
念
品
贈
呈

付
　
　
記

　

①�

申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
が
、
毎

年
十
月
末
日
で
区
切
り
ま
す
の
で
、
十
一
月

以
降
に
ご
提
出
い
た
だ
い
た
方
は
翌
年
の

十
一
月
に
贈
呈
式
を
行
い
ま
す
。

　

②�

贈
呈
式
に
は
、
原
則
二
代
揃
っ
て
ご
出
席
い

た
だ
き
、
そ
の
場
で
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
贈
呈
式
参
加
に
か
か
る
交
通
費
は
、

親
一
名
分
を
原
則
支
給
致
し
ま
す
（
た
だ
し

上
限
十
万
円
ま
で
）。

　

③�

申
請
時
に
お
い
て
親
・
子　

共
に
ご
健
在
で

あ
る
方
を
対
象
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
だ
し
、
同
一
申
請
人
に
よ
る
申
請
は
一
回

限
り
と
し
ま
す
。

　

④�

被
贈
呈
者
の
決
定
は
、
申
請
に
基
づ
き
常
任

理
事
会
が
行
い
ま
す
。

表
彰
２
　 

鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
同
窓
会
功
労
賞

（
毎
年
若
干
名
以
内
）

対
　
　
象

　

①�

現
在
の
学
校
法
人
鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
又
は

そ
の
前
身
で
あ
る
学
校
法
人
鈴
鹿
医
療
科
学

技
術
大
学
の
い
ず
れ
か
を
卒
業
さ
れ
た
方

　

②�

社
会
に
貢
献
し
、
又
は
顕
著
な
業
績
を
あ
げ
、

大
学
の
発
展
、
名
誉
及
び
信
用
の
向
上
に
寄

与
し
た
と
認
め
ら
れ
る
方

　
　

�【
例
：
企
業
や
病
院
の
部
・
科
長
ク
ラ
ス
以

上
、
個
人
経
営
者
、
都
道
府
県
職
能
団
体
三

役
以
上
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル
の
学
会
・
職
能

団
体
三
役
以
上
、
ま
た
は
同
役
員
経
験
十
年

以
上
、
そ
の
他
上
記
に
準
じ
る
功
績
が
あ
り

表
彰
に
値
す
る
と
認
め
ら
れ
る
卒
業
生
】

　

③
同
窓
会
正
会
員
会
費
を
納
入
さ
れ
て
い
る
方

　

�　

①
、
②
、
③
の
い
ず
れ
も
満
た
す
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
本
学
の
常
勤
教
職
員

は
除
き
ま
す
。

申
請
方
法

　

�　

自
薦
の
場
合
、
①
履
歴
書
②
推
薦
理
由
（
候

補
者
の
功
績
な
ど
表
彰
対
象
事
項
四
〇
〇
字
以

上
）
を
作
成
し
本
学
同
窓
会
事
務
局
ま
で
メ
ー

ル
ま
た
は
郵
送
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

�　

他
薦
の
場
合
、
本
学
同
窓
会
会
長
・
同
窓
会

各
支
部
長
を
推
薦
者
と
し
ま
す
。
卒
業
生
の
う

ち
か
ら
本
賞
を
受
賞
す
る
に
相
応
し
い
と
認
め

た
も
の
を
②
推
薦
理
由
を
添
付
し
、
八
月
末
日

ま
で
に
同
窓
会
常
任
理
事
会
に
推
薦
し
て
く
だ

さ
い
。

表
　
　
彰

　

表
彰
状
の
授
与
お
よ
び
記
念
品
・
賞
金

付
　
　
記

　

①�

被
贈
呈
者
の
決
定
は
、
申
請
に
基
づ
き
常
任

理
事
会
が
行
い
ま
す
。

　

②�

表
彰
式
と
表
彰
者
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
表
彰
式
参
加
に
か
か
る
交
通
費
は
、

原
則
支
給
致
し
ま
す
（
た
だ
し
上
限
十
万
円

ま
で
）。

　

③�

講
演
時
間
は
、
一
人
二
十
分
～
三
十
分
程
度

を
予
定
し
、
後
輩
（
在
学
生
）
に
語
り
か
け

る
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
含
め
た
話
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

④�

表
彰
式
と
表
彰
者
に
よ
る
講
演
会
は
、
毎
年

十
一
月
上
旬
お
よ
び
二
月
下
旬
に
行
う
予
定

で
す
。

鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
同
窓
会
で
は
、
同
窓
生
や

学
科
の
つ
な
が
り
を
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
平
成
三
十
年
度
よ
り
、
ク
ラ
ス
会
や
ゼ
ミ
会
、

サ
ー
ク
ル
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
な
ど
、
十
人
以
上
集
ま
る

ク
ラ
ス
会
等
を
開
催
さ
れ
た
場
合
に
対
す
る
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
加
え
て
、
卒
業
生
の
研
究
活
動
や
キ
ャ

リ
ア
支
援
の
た
め
、
卒
業
後
七
年
以
内
の
方
の
学

会
発
表
や
大
学
院
進
学
に
対
す
る
助
成
制
度
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

助
成
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
以
下
を
お
読
み

い
た
だ
き
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

活
動
１
　
ク
ラ
ス
会
等
開
催
に
対
す
る
助
成

申
請
条
件

　
　

次
の
卒
業
生
の
集
ま
り
。

　

①�

学
年
、
学
部
、
専
修･

専
攻･

学
科
が
同
じ
卒

業
生
の
集
ま
り
（
ク
ラ
ス
会
な
ど
）

同窓会
事務局
より

鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
同
窓
会

表
彰
制
度
の
ご
紹
介

同窓会
事務局
より

一
定
人
数
以
上
の
同
窓
会
開
催
を

 

同
窓
会
が
支
援
し
ま
す
！



11 SUMS ALUMNI vol.23

　

②�
出
身
地
ま
た
は
現
住
所
の
地
区
が
同
じ
卒
業

生
の
集
ま
り
（
地
区
会
な
ど
）

　

③�
複
数
の
卒
業
時
期
で
同
じ
ゼ
ミ
の
卒
業
生
の

集
ま
り
（
ゼ
ミ
会
な
ど
）

　

④�

在
学
時
に
同
じ
サ
ー
ク
ル
・
同
好
会
の
卒
業

生
の
集
ま
り
（
サ
ー
ク
ル
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
）

　

⑤�

現
在
の
業
種
が
同
じ
ま
た
は
勤
務
地
が
同
じ

卒
業
生
の
集
ま
り

　
　

・
一
団
体
に
つ
き
年
一
回

　
　

・
十
名
以
上
の
参
加
が
あ
る
こ
と

　
　

�（
た
だ
し
、
同
窓
会
支
部
活
動
補
助
と
の
重
複

申
請
は
で
き
ま
せ
ん
）

申
請
者

　

�　

本
会
正
会
員
（
会
費
が
完
納
さ
れ
て
い
る
こ

と
）

申
請
方
法

　

�　

申
請
に
は
代
表
者
が
以
下
の
も
の
を
揃
え
て

同
窓
会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

送
付
先　

e-m
ail:�m

ail@
sum
s-aa.com

　

①�

助
成
金
申
請
用
紙
（
別
紙
１　

同
窓
会
Ｈ
Ｐ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

　

②�

同
窓
会
の
案
内
状
（
メ
ー
ル
画
面
、
ハ
ガ
キ

の
コ
ピ
ー
な
ど
）

　

③�

同
窓
会
報
告
用
紙
（
別
紙
２　

同
窓
会
Ｈ
Ｐ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

　

④�

同
窓
会
の
出
席
者
名
簿（
学
生
番
号
・
氏
名
・

住
所
＊
１
）

　

⑤�

出
席
者
の
集
合
写
真
（
人
数
が
確
認
で
き
る

も
の
）

　
　

＊�

１　

会
報
郵
送
用
連
絡
先
と
し
て
登
録
さ

れ
ま
す
。

助
成
額

　

�　

出
席
者
一
名
に
つ
き
一
、〇
〇
〇
円
。
上
限
は

二
万
円
。
人
数
は
報
告
書
に
添
付
し
て
い
た
だ

く
集
合
写
真
で
確
認
す
る
た
め
、
必
ず
出
席
者

全
員
が
そ
ろ
っ
て
い
る
写
真
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
（
写
真
は
会
報
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。
な
お

活
動
２
　
卒
業
生
の
大
学
院
進
学
へ
の
助
成

申
請
条
件

　

�　

鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
卒
業
生
の
う
ち
卒
業
後

七
年
以
内
で
大
学
院
に
進
学
し
、
優
れ
た
勉
学

成
果
を
期
待
で
き
る
場
合

　

�（
た
だ
し
、
過
去
に
本
助
成
を
受
け
た
り
、
卒
業

生
の
学
会
発
表
へ
の
助
成
を
受
け
た
方
は
申
請

で
き
ま
せ
ん
）

申
請
者

　

�　

本
会
正
会
員
（
会
費
が
完
納
さ
れ
て
い
る
こ

と
）

　
　

二
年
生
以
上
の
大
学
院
生

申
請
方
法

　

�　

申
請
に
は
代
表
者
が
以
下
の
も
の
を
揃
え
て

同
窓
会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

送
付
先　

e-m
ail:�m

ail@
sum
s-aa.com

　

　

①�

助
成
金
申
請
用
紙
（
別
紙
３　

同
窓
会
Ｈ
Ｐ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

　

②�

活
動
状
況
が
わ
か
る
本
人
が
写
っ
て
い
る
写

真
一
枚

助
成
額

　
　

二
万
円
／
件

付
　
　
記

　

�　

申
請
受
付
は
毎
年
五
月
一
日
～
五
月
末
日
ま

で
と
し
ま
す
。

　

�　

被
助
成
者
の
決
定
は
、
申
請
に
基
づ
き
常
任

理
事
会
が
行
い
ま
す
。

　

�　

募
集
人
数
は
原
則
五
名
以
内
と
し
ま
す
。

　

�　

助
成
金
は
、
毎
年
十
一
月
上
旬
に
開
催
さ
れ

る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
内
で
開
催
す
る

授
与
式
に
お
い
て
、
鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
千
代

崎
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
お
渡
し
し
ま
す
。

　

�　

次
の
場
合
、
申
請
が
あ
っ
て
も
助
成
を
取
り

消
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

①
申
請
書
類
に
不
備
が
あ
る
場
合

　

②
不
正
な
申
請
が
あ
っ
た
場
合

写
真
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
）。

付
　
　
記

　

�　

助
成
金
の
申
請
限
度
は
一
年
度
内
に
一
回
と

し
ま
す
。

　

�　

申
請
は
同
窓
会
が
行
わ
れ
て
か
ら
六
ヶ
月
以

内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
を
過
ぎ
た
場

合
、
申
請
し
て
も
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

　

�　

同
窓
会
助
成
は
先
着
順
と
し
、
年
額
予
算
内

で
助
成
を
行
う
た
め
、
申
請
合
計
金
額
が
年
額

予
算
の
上
限
に
達
し
た
場
合
、
当
該
年
度
の
助

成
を
打
ち
切
り
ま
す
。

　

�　

次
の
場
合
、
申
請
が
あ
っ
て
も
助
成
を
取
り

消
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

①
申
請
書
類
に
不
備
が
あ
る
場
合

　

②
不
正
な
申
請
が
あ
っ
た
場
合

鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
同
窓
会
で
は
、
卒
業
生
の

研
究
活
動
や
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
た
め
、
卒
業
後
七

年
以
内
の
方
の
学
会
発
表
や
大
学
院
進
学
に
対
す

る
助
成
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
以
下
を
お
読
み
い

た
だ
き
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

活
動
１
　
卒
業
生
の
学
会
参
加
へ
の
助
成

申
請
条
件

　

�　

鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
卒
業
生
の
う
ち
卒
業
後

七
年
以
内
で
、
全
国
学
会
も
し
く
は
国
際
学
会

レ
ベ
ル
で
の
学
会
発
表
を
行
っ
た
場
合

　

�（
た
だ
し
、
過
去
に
本
助
成
を
受
け
た
り
、
卒
業

生
の
大
学
院
進
学
へ
の
助
成
を
受
け
た
方
は
申

請
で
き
ま
せ
ん
）

申 

請 

者

　

�　

本
会
正
会
員
（
会
費
が
完
納
さ
れ
て
い
る
こ

と
）

申
請
方
法

　

�　

申
請
に
は
代
表
者
が
以
下
の
も
の
を
揃
え
て

同
窓
会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

送
付
先　

e-m
ail:�m

ail@
sum
s-aa.com

　

　

①�

助
成
金
申
請
用
紙
（
別
紙
３　

同
窓
会
Ｈ
Ｐ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

　

②�

活
動
状
況
が
わ
か
る
本
人
が
写
っ
て
い
る
写

真
一
枚

助
成
額

　

�　

国
内
全
国
学
会
・
国
際
学
会
発
表
の
場
合

一
万
円
／
件

付
　
　
記

　

�　

申
請
受
付
は
随
時
行
い
ま
す
が
、
年
二
回（
七

月
末
、
三
月
末
）
締
め
切
り
ま
す
。

　

�　

被
助
成
者
の
決
定
は
、
申
請
に
基
づ
き
常
任

理
事
会
が
行
い
ま
す
。

　

�　

年
額
予
算
内
で
助
成
を
行
う
た
め
、
申
請
合

計
金
額
が
年
額
予
算
の
上
限
に
達
し
た
場
合
、

当
該
年
度
の
助
成
を
打
ち
切
り
ま
す
。

　

�　

助
成
金
は
、
毎
年
十
一
月
上
旬
に
開
催
さ
れ

る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
内
で
開
催
す
る

授
与
式
に
お
い
て
、
鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
千
代

崎
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
お
渡
し
し
ま
す
。

　

�　

次
の
場
合
、
申
請
が
あ
っ
て
も
助
成
を
取
り

消
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

①
申
請
書
類
に
不
備
が
あ
る
場
合

　

②
不
正
な
申
請
が
あ
っ
た
場
合

同窓会
事務局
より

卒
業
生
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
を
、

 

同
窓
会
が
支
援
し
ま
す
！
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設問１  高度な知識と技能を身につけることができた

設問３  思いやりの心を育むことができた

設問５ 	チーム医療に貢献する意欲をもつことができた

設問２  幅広い教養を身につけることができた

設問４  高い倫理観を持つことができた

質問 ❶当てはまる ❷ほぼ当てはまる ❸一部当てはまる ❹当てはまらない 無効

１ 143 人（28.6％） 269 人（53.8％） 83 人（16.6％） 5 人（1.0％）

２ 181 人（36.2％） 252 人（50.4％） 61 人（12.2％） 6 人（1.2％）

３ 240 人（48.0％） 204 人（40.8％） 48 人（9.6％） 8 人（1.6％）

４ 181 人（36.2％） 241 人（48.2％） 69 人（13.8％） 9 人（1.8％）

５ 243 人（48.8％） 200 人（40.2％） 46 人（9.2％） 9 人（1.8％） 2

昨年度に引き続き、2022 年 3 月の卒業生対象にアンケートを実施し、下記の 5設問にお答えいただきまし
た。本学での全課程を修了し、本学が掲げる 5つの教育目標が達成できたかを自己評価していただきました。
今回、どの質問においても「当てはまる」と「ほぼ当てはまる」と回答された方が 80％以上となり、ほとん
どの方が教育目標を達成されたことを確認させていただきました。
アンケートに御協力いただきました卒業生の皆様に感謝いたしますとともに、本学ではこの 5つの教育目標
の達成度をさらに高めるために一層の教育改革努力を行ってまいります。

2021年度学修成果に係る自己評価調査の集計結果について

❹当てはまらない  1.0%

❸
一部当てはまる

16.6%

❶
当てはまる

28.6%

❷
ほぼ当てはまる

53.8%

（有効回答数：500人） （有効回答数：500人）

❹当てはまらない  1.2%

❸
一部当てはまる

12.2%

❶
当てはまる

36.2%

❷
ほぼ当てはまる

50.4%

（有効回答数：500人）

❹当てはまらない  1.6%

❸
一部当てはまる

9.6%
❶

当てはまる
48.0%

❷
ほぼ当てはまる

40.8%

（有効回答数：500人）

❹当てはまらない  1.8%

❸
一部当てはまる

13.8% ❶
当てはまる

36.2%

❷
ほぼ当てはまる

48.2%

（有効回答数：498人）

❹当てはまらない  1.8%

❸
一部当てはまる

9.2%
❶

当てはまる
48.8%

❷
ほぼ当てはまる

40.2% ● 対象者数：577 人

● 回答者数：500 人

● 回 答 率：86.7％
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����
���� 大学からのお知らせ

鈴鹿医療科学大学は、令和 5年（2023）4 月に保健衛生学部医療栄養学科を改組し、現在の医療栄養学科臨床検
査学専攻を学科として独立させ、保健衛生学部「臨床検査学科」を開設します。

▲ � 令和 5年 4月　保健衛生学部�臨床検査学科を開設します

学科概要 　 
■  名　　称  ■  保健衛生学部　臨床検査学科
■  開設時期  ■  令和5（2023）年4月
■  入学定員  ■  50名
■  修学年限  ■  4年
■  設置場所  ■  千代崎キャンパス（1年次は白子キャンパス）

■  取得可能な資格  ■  臨床検査技師（国家試験受験資格）

※上記の内容は予定であり、今後変更する場合があります。カリキュラムや入学選抜内容に変更はありません。

（現　在）

保健衛生学部

医療栄養学科　臨床検査学専攻
（定員 50 名）

医療栄養学科　管理栄養学専攻
（定員 40 名）

（2023 年 4 月以降）

保健衛生学部

臨床検査学科（定員 50 名）

医療栄養学科（定員 40 名）

NEW

▲ � 三重県栄養士会と包括協定および覚書を締結しました
7月1日（金）、公益社団法人三重県栄養士会と本学は、
連携・協力に関する包括協定を締結し調印式を行いまし
た。また、包括協定に基づき、「災害時等における施設利
用の協力に関する覚書」および「災害支援車両の設置・
管理に関する覚書」を交わしました。栄養士会と大学が
協定を締結し、災害支援車両の管理と運用を行うのは、
全国で初の試みです。
本包括協定は、それぞれの資源を活用し、医療栄養学
科の学生の育成及び管理栄養士・栄養士の資質向上など
双方の教育・研究活動の発展に寄与するとともに、地域
住民の健康・医療・福祉・食育に貢献するため、相互に
連携と協力を深めることを目的としています。
「災害時等における施設利用の協力に関する覚書」におい
ては、県内に震度5強以上の地震や大規模災害等が発生し
（又は発生が予測される場合）、当会災害対策本部を構える
建物が被災した際に、本学施設の一部を利用して災害対策
事業が実施できるよう、本部を設置することとなりました。
「災害支援車両の設置・管理に関する覚書」において
は、日本栄養士会から当会に管理と運用を委託された災
害支援車両（JDA-DAT河村号）１台を本学に設置しま

す。双方が本車両を活用することにより、災害時におけ
る県民の健康管理等、医療栄養学科の学生の育成及び管
理栄養士・栄養士の資質向上など双方の教育・研究活動
の発展につなげていきます。
キッチン資材を搭載したキッチンカーであるJDA-DAT
河村号は、災害時には、災害支援車両として各地で活動
し成果を上げてきました。特殊栄養食品（母乳代替食品、
離乳食、食物アレルギー対応食、濃厚流動食、経管栄養
剤、介護食、とろみ剤、低タンパク質食など）等を被災
者のもとへ届けて栄養面での支援を行います。
JDA-DAT活動の訓練を受けた専門性の高い指導者は
県内に8名おり、そのうち2名は本学医療栄養学科に所
属する教員です。調
印式の後、その教員
がJDA-DAT河村号
の展示説明と、キッ
チンボックスを使用
して災害時に役立つ
パッククッキングの
実演を行いました。 三重県栄養士会 池山副会長と井後会長

本学 髙木理事長と豊田学長（左から）

▲ � 医用工学部�医療健康データサイエンス学科�専攻の新設について
医用工学部�医療健康データサイエンス学科では、令和5年（2023年）4月に「データサイエンス学専攻」と「診療
情報管理学専攻」を設置します。当学科在学生は、めざす資格や将来の進路希望に応じて2年次後期から2専攻に分か
れます。

《参　考》◎両専攻共通で目標とする資格・検定試験
　　　　情報処理技術者試験（ITパスワード、情報セキュリティマネジメント試験）、統計検定（4級、3級）

　　　　��※入学時において専攻分けは行わず、2年次に希望に応じて専攻を決定

専攻概要  　　　　　　　　　　　　　　　　
■ データサイエンス学専攻 ■ 

　医療･健康･福祉分野はもちろんのこと、幅広い領域に
おけるデータサイエンティストをめざします。
◎目標とする資格･検定試験
情報処理技術者試験（基本情報技術者、応用情報技術
者）、統計検定（データサイエンス基礎）、�医療情報技師、
医療情報基礎知識検定試験

■ 診療情報管理学専攻 ■

　診療情報管理士資格を取得し、医療機関等で活躍する
診療情報のスペシャリストをめざします。
◎目標とする資格･検定試験
診療情報管理士、医療秘書技能検定試験（3級、2級）、
医師事務作業補助者（ドクターズクラーク）
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学部入試についてのお問い合わせ

鈴鹿医療科学大学　入学課
TEL：059-383-9591（直通）
H�P：https://www.suzuka-u.ac.jp/nyushi/
E-mail：nyushi@suzuka-u.ac.jp

大学院についてのお問い合わせ

鈴鹿医療科学大学　大学院課
TEL：059-340-0334（直通）

入学課からのお知らせ

大学院入試について
医療科学研究科医療科学専攻修士課程・博士後期課程
薬学研究科医療薬学専攻博士課程（4 年制）

本学大学院には毎年20名ほど社会人の方が入学されています。勤務しながら就学できるよう、授業
や研究指導の配慮を行っています。2018年4月より、公認心理師・臨床心理士の受験資格に対応した
公認心理師・臨床心理士資格取得コース、2020年4月からは、臨床検査技師を対象とした、細胞検査
士資格取得コースも開設しました。また、2023年4月からは作業療法学分野の受入れを予定しています。
本学卒業生は検定料（35,000円）および入学金（200,000円）を免除しています。大学院で学び、皆
様方のキャリアアップにつなげていただければと思います。

●�2023 年度大学院入試日程（医療科学研究科・薬学研究科）

期別 出　願　期　間 試　　験　　日 合　格　発　表

1期 2022年 8月 26日（金）
～ 9月� �2 日（金）

2022年 9月 24日（土）
【今年度は終了しました】 2022年 10月 11日（火）

2期 2023年 2月� �3 日（金）
～ 2月 10日（金） 2023年 3月 4日（土） 2023年 3月 15日（水）

※医療科学研究科は社会人特別選抜、東京サテライトコース（社会人診療放射線技師対象）入試があります。
※薬学研究科の社会人特別選抜入試はありません。薬剤師資格を取得している事が出願条件となります。
※詳細につきましては、本学ホームページ及び大学院学生募集要項をご覧ください。

学部入試について
おかげさまで本学は創立 30 年を迎えました。これまでに 10,000 名を超える卒業生が全国各地の医療
機関・福祉施設等で活躍し、OB・OGによって結ばれたネットワークは後輩の就職活動の大きな味方に
なってくれています。
近年は、同窓生のご子弟が本学に入学される機会も増えてきました。医療 ･福祉分野への進学を希望
するご家族、お知り合いの方がいらっしゃいましたら、医療現場で活躍する先輩として、鈴鹿医療科学
大学をよく知る先輩として、ぜひとも本学をご推薦ください。
学部入試の詳細は本学ホームページでご確認ください。大学案内・入試ガイド等のご請求は、ホーム
ページ・メール・電話で受付けております（無料）。お気軽にお問い合わせください。
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1991（平成3年）に2学部4学科で開学した本学は、今年度から救急救命学科も加わり、4学部10
学科（14専攻）となりました。現在は約2,900名の学生が在籍し、それぞれの医療専門職種を目指し
て学んでいます。多職種連携教育への取り組みが進む中で、様々な職種への理解を始めとして時代に合
わせた学びが取り入れられています。同窓会においても母校の後輩たちの学びのサポートに少しでも関
わる活動ができればと思います。

編集
後記

同窓会事務局からのお知らせ

同窓会会報の原稿を募集します
本会報は母校卒業後も学校・同窓生を結び、会員
皆様に親しまれる会報誌として編集･発行されて参り
ました。今後も内容を充実させ同窓皆様の交流を支
援する会報誌を目指して参りますので、広くご寄稿
をお願い申し上げます。
ご寄稿を頂きました方にはささやかですがお礼を
させて頂きます。
１．ご寄稿記事内容 
①母校、同窓会、同期会に関わる思い出
②�同窓生のお店（開業されているかたのお店紹介や、
勤務先施設の紹介についてなど）
③学会、研究会、クラス会案内
④その他同窓会から募集するテーマ

２．原稿
①のみ300～600字程度。②③④は300字程度。
寄稿者本人写真及び関連写真やイラストをご提供
願います。�

３．送付先と締め切り 
同窓会事務局までメールまたは郵送してくださ
い。次号のご寄稿締め切りは、2023年7月末日にな
ります。（発行は2023年10月1日予定）

支部同窓会を結成しませんか？
本会では、理事会の議を経て、学科別および地域別
に支部を結成することができます。2022年8月現在、
5支部（放射線技術科学科、医療栄養学科（管理栄養
学専攻）、医療福祉学科（医療福祉学専攻）、鍼灸サイ
エンス学科、薬学科）が結成されています。本会支部
として活動される場合、支部で開催される卒業生交
流支援活動に対して、規定により補助が行われます。
支部活動報告は、同窓会会報他で行っていただきま
す。まだ学科支部が結成されていない学科の卒業生

皆様、卒業生の交流や後輩在学生への支援活動とし
て支部同窓会を結成しませんか？支部結成を希望さ
れる場合は、同窓会事務局までメールmail@sums-aa.
comでお知らせください。

転居時はご連絡を
住所が正しく登録されていない方には、同窓会会
報や各種ご案内がお届けできません。
住所等を変更される場合や改姓改名された方は、

同窓会ホームページ（http://www.
sums-aa.com/index.html）から変更登
録ができます。また、QRコードから
も登録情報変更ページにアクセスで
きますのでご利用ください。

同窓会名簿の頒布について
2005年4月から個人情報保護法が完全施行された
ことに伴い、本会では同窓会名簿を頒布しないこと
とさせていただいております。悪しからずご了承く
ださい。
各種同窓会の開催連絡は、同窓会会報やHPをご利
用いただけます。また、ご友人に連絡を取りたい場
合につきましては、同窓会事務局へご連絡ください。
ご本人からの許可がない限り、直接、情報を開示す
ることはできませんが、同窓会事務局から先方にそ
の旨をお伝えいたします。

悪徳業者にご注意を
鈴鹿医療科学大学同窓会事務局からの「住所調査
や名簿発行」と名乗り、電話で住所や勤務先などの
個人情報を調べる業者がいます。本会では電話での
住所調査等は行っておりません。ご注意ください。

■�卒業生アンケートのお願い
本学の教育についての点検・評価を
検討するために、卒業生の皆様にアン
ケートを実施しております。アンケー
ト結果は目的以外には一切使用いたし
ません。卒業生の皆様のご協力をお願
い申し上げます。
本学HP	＞	卒業生の方へ	＞	卒業生アンケート

■�2022年度　大学祭（碧鈴祭）について
第32回　碧鈴祭テーマ：
　『笑面突破！ ～飛び越えろ！ 自分の限界～』

開  催  日：2022年11月12日（土）、13日（日）
開催場所：鈴鹿医療科学大学　千代崎キャンパス
　　　　　一般来場も含めたオープン開催の予定です。
　　　　　（�感染拡大の状況により変更となる場合が

ありますのでご了承ください。）
� （学生課）

大学からのお知らせ

（QRコードからも
 アクセスできます）


